


















います｡地球 と調和､あるいは同調する事を意識 した社会｡ したがって､加茂であ
ろうが横浜であろうが､その地域を意識 し､同時に地球を意識する社会､これを地
の集落と考える発想の転換が､今求められているのです｡先般､横浜の勉強仲間が















･温暖化の問題 ･バージン資源枯渇の問題 ･世界人口の雁行現象 ･先進諸







































































































































































































があるという事は､未来が近 くなる｡ トータル同じだとします と､重たい過去が､






























































性です｡お互い全 く違う概念ですから､相補いあう｡見抜 く力を養うこと｡ 潮の流
れを身に着けましょう｡
それから､早稲田大学の総長の奥島さんが言っています｡｢人を幸せにして､地
球との共存とか､共存を行動に移す企業､フェアで健全な企業､これが21世紀型｣
フェアというのは共有できる大事なフレーズだと思います｡
山形県の立川､人工7.800人の町｡この町の一番の悩みは ｢風害｣これをなんと
か逆手にとれないか｡そこで風力発電を考えました｡今役場が主体で三つ動いてい
る｡ そして売電の話が出ている｡世帯数1,800の町ですが､たくましく生きるとい
う発想は､現在ある厄介者からそれを将来金の成る木にしようというのですから､
発想の逆転｡仮説設定型の町づ くり｡
こう考えると､無いことは幸せなのかもしれない｡発想が自由になるからです｡
｢環境｣の社長の話です｡エアコンとの関係で､先進国を追い掛けている中国で､
将来各家にエアコンが入るかもしれない｡十年先位には､現実に起こってくるかも
しれないと､点を打つ｡そうすると電力はどうするのだろう｡中国の問題だからは
屋さんが､既にそういうことを発想していまして､将来そこから､違うビジネスを
手繰 り寄せるために､基礎研究に入る可能性があります｡
地球規模で､今､過疎と過密が進行しています｡間違いなく進んでいきます｡進
んでいくプロセスの中で､自分たちが現在何が出来るかを考えていく｡例えば電力｡
使うに際して､もったいないとか､大事に使おうというコンセプ トが､家から､会
社から､社会から消えている現象をどうしたらよいか｡世界中からバッシングを受
ける前に何が出来るかを考えていく｡
｢ベネッセ｣という会社が､介護付きの有料老人ホーム､月間数十万円するので
すが､つまりお金持ちの老人しか扱わないのですが､それを岡山でスター トさせま
した｡子供の塾で始まり､今は待機にいる赤ちゃんを抱えたお母さんまで取 り込ん
で､将来は年寄までということです｡この会社の原点は､仮説設定型の企業だと思
います｡
九州､福岡の ｢フクヤ｣という明太子屋さん｡九州大学の研究者と連動して､納
豆から出る糸 ｢げん｣の特徴を活かして､食べ られる客器を開発しました｡土に戻
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せる容器は作れないだろうか｡これも夢を手元に引き寄せるトレーニングをしてお
けば､アイデアはいろいろ出てきて､自分の会社で出来なければ他と連動するとい
うことで動きはあると思います｡
新 しいことをやるためには､市場調査はいらない｡つまり､競争原理に参加しな
い｡市場の無いところを見付けていくわけだから､市場調査はいらない｡
企業の進化モデルの中によくある､｢変化への適応力をつける｣ということです｡
｢出来ることを出来る人と出来る所からやってみましょう｣という提案です｡小さ
なことでもいい､仲間を集めて共鳴活動をします｡出来る人と出来る所でやろう｡
加茂でやる､燕､三条とリンクしてやる､あるいは県でやろう｡『未来は､我々の
ためにあるのだから』
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